よく 婦人 雑誌に 出る この種の 働く 娘さんの、 経済の 

やりくり を 見る と、 職業との 結びつきの 本質が まざ ま 

ざと 語られて いると 思う。 こういう 人た ち は、 自分た 

ち の 小 遣 帳に 大き い 買物、 小さ い 買物と い う 部 を わけ 

ている。 小さい 買物 だのお 茶 をのんだり 映画 を 見たり 

する こと は、 自分た ちの 月給で まかなつ ている。 大き 

い 買物と いうのに は 服、 靴、 ハンド • バッグ、 帽子 そ 

の 他が 入れられ るの だが、 これらの 大きい 買物 は みん 

な 親に 出して 貰う。 そして、 その 金額に ついては ひと 

しく 沈黙が 守られて いる。 そういう 基本的な ところ を 

まかせて いる 生活 態 S に ついて 深く 考える という こと 



呼び かた を このむ 心理 はこ こに もお 互に 作用して いる。 

そ、 つい、 つ、 つるさ さ を さけて、 じ や、 いっそ どこそこ 

で 落 合いましょう よ、 という ことにな つて、 種々 雑多 

な 彼女た ちが 街頭に 溢れて 来る 次第な の だ。 

みじめつ ぼく 小さい^ 胞 たちが ごた つ いている 小さ 

い 貧相な わが 家なん か を 友達に 見せたくない 職場の 娘 

さんたち は、 いろいろ うるさい 家の そとで 友達と 会つ 

ている 他の 社会層の 娘さんた ちと、 椅子 をぶ つつけ 合 

いつつ、 おしる 粉 をのみつつ、 暫くの 気焰を 愉しむ こ 

とになる。 



きて ゆきたい という 希望 を 抱いて いない 人 は 恐らく 一 

人 もない だろうと 思う。 職業な り 仕事な りに 伸びる だ 

け 自分 を 伸ばして、 同時に 女と して たっぷり とした 妻 

母と して 生きた い mi ね 主 

は 一 般 として 痛切な もの だと 思 

える 

この 点で は、 大正 七 八 年頃 はじめて 職業婦人 として 

進み出した 時代の 若い 女の ひとたちより、 今の 娘さん 

の 気持 は 複雑に ちがって 来て いる。 その 頃 は、 職業 を 

もつ こと 自身が 婦人の 社会的な めざめの 第一 過程で あ 

ると いう 一 つの モラルで 見られて いたし、 その 意味で 

は 職業婦人 は 先覚 的な 若い 人た ちとしての 自信 も矜恃 



ると、 初めて 女と して 様々 の むずかしい 問題に 直面し 

なければ なら なくなって 来て、 その 解決に よりどころ 

となる ものが 非常に 失われて いると いうの が、 今日の 

若い 女の 社会 条件 の 困難 さ だ と 思う。 

どんな 娘さん も 自分と しての 生活と いう もの を 考え、 

職業 や 仕事に ついて 考えて いるが、 どんな 娘さん も 亦 

そういう， ，1 と を 考える 自分に 十分の 自信と 確信と を 持 

てずに いると いうの が、 今日の 現実ではないだろう か。 

しかも 多くの ひとは 実際の 必要から も 働いて 行かな け 

れ ばなら ない。 

自信の なさと いう こと は、 娘さんの きょうの 不安な 



ろが、 外へ 外へ と 求められて 行って は 混乱す るば かり 

である。 一 つの 例 をと つて、 ここに 働いて いる 娘さん 

が、 余暇に 自分の ゆたか さの ために アテネ. フランセ 

に 通って 勉強して いたと する。 人類の 文化の 精華に ふ 

れて ゆけ ると いう 或る 憧れ や ロマン ティ ックな もので 

フランス語 を 学んで いたら、 今度 パリが おちたら フラ 

ンスは 博物館 国に なつ ている という 風な 云い かた をす 

る 人 も 出て、 何だか その 語学 をつ づけて ゆく 自信が な 

いように なった という こと も、 昨今で は 決して 無く は 

な いだろうと 想像され る。 

それらの 娘さんた ちの 若い 想像力 は、 そうな つた フ 
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